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①後漢 クシャーナ朝 パルティア王国(安息)□―マ帝国に

よる活発な東西交渉

②サータヴァー八ナ(ア ーンドラ)朝 扶南(ブナム プノム)

チャンパー(林邑)は海上交易で繁栄

③後漢 パルティア王国 □―マ帝国は動揺の時期
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○パルミラ遺跡 シリア砂漠のほま中央にある隊

商都市パルミラは,メ ソポタミアと地中海東岸との中

継貿易で繁栄し, 3世紀に女王ゼノビアの下で全盛を

迎えた。半円形劇場.浴場などギリシア ローマ施設

とオリエントのバール神殿が混在するのが特色である。漢申o
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日本は弥生時代で,稲作を基盤とした小国が分立し争つ

ていた。57年には倭の奴国王が後漢の光武帝に使いを派遣

軋k)」鑽


